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本研究では、福島第一原発建屋外や加速器施設に存在する数十μSv/h～1 mSv/hという高線量場をイメージン

グできるシンチレータを用いたコンプトンカメラを開発している(目標: 検出器設置場所にて1 mSv/hの測

定)。この検出器はシンチレーションカウンターの配置を工夫することで、全方向のイメージングを可能とし

た。今回は高線量校正場施設での高線量照射測定について報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原発建屋外や重粒子加速器施設などには数十 μSv/h～数 mSv/h という高線量場が存在する。このよ

うな高線量場でもガンマ線のイメージングができればガンマ線の遮蔽や放射性物質の除染などを効率的に

行うことが可能になり、作業員の被ばくを大幅に抑えることが期待できる。そこで、本研究では 6 個のシ

ンチレータを用いて高線量場でも測定可能なコンプトン

カメラを安価に開発している(目標: 検出器設置場所で 1 

mSv/h)。また、今回 6 個の CsI (Tl)の配置を工夫すること

で通常のコンプトンカメラよりも大幅に視野を広げ、全

方向(視野 4π)においてのイメージングを可能とした。 

2. 実験 

高線量校正場(富士電機東京工場)において、137Cs 線源を

用いてどのくらいの高線量までスペクトルの取得、及び

イメージングができるか実測で確認した。また全方向の

イメージングができるか、検出器を回転させて測定を行

った。 

3. 結果・考察 

現状で 300 μSv/h までスペクトルの取得 (図 1)、及びイメ

ージング (図 2)に成功した。また、全方向において±10%

以下で等方的な応答を示すことを確認した。今後、CsI (Tl)

から NaI (Tl)に改良をし、さらなる高線量場での測定を目指す。 
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図 2: ガンマ線の再構成画像 

137Cs 線源 
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図 1: エネルギースペクトル 
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